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 特集 心不全療養指導士誕生 −より良い心不全診療のために−

企画にあたって
筒井裕之 

（九州大学大学院医学研究院循環器内科学教授）

心不全患者は高齢者が多く，その生命予後が不良であるばかりでなく，心不全増悪による入院を
反復します。心不全に対する治療効果を最大限に引き出し，入院を減少させ，症状・生活の質

（QOL）を改善するには，医師ばかりでなく看護師や理学療法士・作業療法士・管理栄養士・薬剤師・
臨床工学技士・公認心理士・社会福祉士などの多職種の医療専門職によるチーム医療が重要です。

日本循環器学会と日本脳卒中学会が中心となって2016年に策定した「脳卒中と循環器病克服5ヵ
年計画」のなかで，心不全は重要3疾病の１つと位置付けられ，5戦略の１つである人材育成への取
り組みとして，日本循環器学会が主体となり「心不全療養指導士」資格が創設されました。心不全
療養指導士は，心不全チーム医療の実践に必要とされる基本的知識・技能を有している医療専門職
を認定するものです。2021年3月に，1,771名の心不全療養指導士が誕生しました。心不全療養指導
士の主な役割は，幅広い専門知識と技術を有する医療専門職として患者さんに最適な療養指導を行
うことにあります。心不全療養指導士は，患者さんご本人およびご家族などの介護者に心不全療養
のための正確な知識と必要な技術を身につけてもらい，心不全の発症および増悪を予防するのため
のセルフケアと療養継続を支援します。心不全療法指導士には，チーム医療・多職種連携の基盤と
なる人材として，さらに心不全の在宅医療や地域連携におけるキープレイヤーとして，よりよい
心不全医療の実現に貢献することが期待されています。

本特集では，心不全療養指導士の誕生を受けて，心不全療養指導に必要な情報を，実際の医療現
場で担当する医師と多職種の医療専門職に概説していただきました。基本的な知識からセルフモニ
タリング，服薬，栄養，身体活動，禁煙，心理的支援，緩和ケアなどの具体的な支援内容まで幅広
くカバーしています。心不全療養指導士の認定試験ガイドブックの内容を踏まえていますので，
これから心不全療養指導士資格の取得を考えておられる医療専門職ばかりでなく，心不全療養指導
士資格を取得された医療専門職の日々の実践において参考になるポイントが盛り込まれています。
さらに，医療専門職ばかりでなく，心不全患者さんの診療に従事しておられる医師の方々にも是非
一読をおすすめしたいと思います。本特集により，心不全療養指導の内容，さらに心不全療養指導
士の役割について認識を深めていただければ幸いに存じます。
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